
証券コード：6674

［株主のみなさまへ］

第22期 第１四半期 決算のご報告
2025年4月1日から6月30日まで
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売上高

1,318億円
前年同期比 ＋3.4%

営業利益

83億円
前年同期比 ＋34.4%

のれん等償却前
84億円

経常利益

84億円
前年同期比 ＋26.7%

親会社株主に帰属する
四半期（当期）純利益

65億円
前年同期比 ＋36.4%

のれん等償却前
66億円

売上高・営業利益・経常利益の増加要因 四半期純利益の増加要因

◦�産業電池電源および車載用リチウムイオン電池の販売増加
◦�法人税等が増加したものの、遊

休地の売却による固定資産売
却益が増加

第22期（2026年3月期） 連結業績予想 第22期（2026年3月期） 配当予想

売上高

6,000億円
前年同期比 ＋3.4%

親会社株主に帰属
する当期純利益

330億円
前年同期比 ＋8.5%

経常利益

490億円
前年同期比 ＋5.7%

営業利益

510億円
前年同期比 ＋1.9%

合計

80.00円／株

期末

50.00円／株

中間

30.00円／株

連 結 業 績 ハ イ ラ イト1st Quarter Digest

Full-year Forecast 通 期 予 想



Top Message 社長メッセージ

　平素より格別のご高配、ご支援を賜り、厚く御礼申し上げます。　
　世界経済は、全体としては底堅く成長を維持したものの、米国の政策変更
に伴う影響や地政学リスク、金融市場の変動など、先行きの不透明な状況
が続いています。
　このような経済状況の中、当社グループでは、主として産業電池電源およ
び車載用リチウムイオン電池の販売増加により、当第１四半期の売上高は、
1,318億79百万円と前第１四半期に比べて42億95百万円増加(＋3.4％)
しました。これに伴い、営業利益は83億13百万円と前第１四半期に比べて
21億29百万円増加(＋34.4％)しました。経常利益は営業利益段階での増
益により、84億74百万円と前第１四半期に比べて17億87百万円増加(＋
26.7％)しました。親会社株主に帰属する四半期純利益は、法人税等が増加
したものの、固定資産売却益の増加などにより、65億30百万円と前第１四
半期に比べて17億44百万円増加(＋36.4％)しました。
　通期業績予想につきましては、2025年5月に発表した予想から変更して
おりません。今後も引き続き、当社グループへのご支援をお願いいたします。

当社がスポンサー契約を締結しているプロゴルファー 
西郷 真央選手が米メジャー大会「シェブロン選手権」で優勝しました！

代 表 取 締 役
取 締 役 社 長 阿部  貴志

産業電池電源・車載用リチウムイオン電池事業における販売数量の増加などにより、
売上高および各段階利益ともに過去最高となりました。

  当社が2022年3月よりスポンサー契約を結んでいるプロゴルファーの西郷 真央
選手が、2025年4月25日～27日に米テキサス州で開催されたLPGAメジャー大会

「シェブロン選手権」で優勝しました！同選手権では日本人初優勝で、日本人選手の
米女子メジャー大会優勝としては5人目、通算6度目となる快挙です。
   西郷プロは2024年から米ツアーへ本格参戦し、2シーズン目で今回の優勝を勝
ち取りました。同選手権では、優勝候補が僅差で競う最終日に一時は後退しました
が、最終18番ホールでバーディを取り、5選手でのプレーオフに持ち込みました。そ
の後、プレーオフ1ホール目で唯一バーディを獲得し、劇的な勝利を収めました。
   当社は今後も西郷プロの活躍を応援するとともに、スポーツ文化の振興に貢献
してまいります。

西郷真央プロの特設サイトはこちら！
https://www.gs-yuasa.com/jp/mao-saigo/

生 年 月 日 2001年10月8日

身 長 158.5cm

出 身 地 千葉県

プ ロ テ ス ト 合 格 2019年（92期生）

ベ ス ト ス コ ア 64

開催年 大　会　名 順位・スコア

2025年

ショップライトLPGAクラシック by Acer 5位タイ（-10）

全米女子オープン presented by アライ 4位タイ （-4）

シェブロン選手権 優勝

ブルーベイLPGA 5位タイ

2024年

ビュイックLPGA上海 2位タイ（-19）

ウォルマートNWアーカンソー選手権 presented by P&G 4位 （-14）

AIG全英女子オープン 7位タイ （-2）

CPKC女子オープン 2位 （-11）

プロフィール これまでの主な戦績

お知らせ

ほか多数



自動車
電池事業（国内）

940 1,019

196 208

'24.3 '25.3

80
106

10 16

'24.3 '25.3
増収増益

自動車
電池事業（海外）

2,528 2,600

583 651

'24.3 '25.3

151
187

27

'24.3 '25.3
減収減益

産業電池電源
事業

1,096 1,131

179 195

'24.3 '25.3

131
178

1 9
'24.3 '25.3

増収増益

車載用
リチウムイオン
電池事業

847 827

194 160

'24.3 '25.3

26

13
4 △20

'24.3 '25.3
増収増益

特殊電池および
その他事業

215 224

52 59

'24.3 '25.3

32

'24.3 '25.3
減収減益

1Q（億円） 通期［売上高］ （億円） 1Q 通期［セグメント損益］

1Q（億円） 通期［売上高］ （億円）［セグメント損益］

1Q（億円） 通期［売上高］ （億円）［セグメント損益］

1Q（億円） 通期［売上高］ （億円）［セグメント損益］

1Q（億円） 通期［売上高］ （億円）［セグメント損益］

8.6
10.5

6.0

48

7.2

12.0
15.8

3.1
1.7

14.9
9.5

利益率（通期）（％）

1Q 通期
利益率（通期）（％）

1Q 通期
利益率（通期）（％）

1Q 通期
利益率（通期）（％）

1Q 通期
利益率（通期）（％）

5 10
21

1,000
（予想）

223

'26.3

110
（予想）

17

'26.3

2,500
（予想）

602

'26.3

180
（予想）

44

'26.3

1,300
（予想）

243

'26.3

190
（予想）

20
'26.3

1,000
（予想）

193

'26.3

2.0
（予想）

'26.3

200
（予想）

54

'26.3

2
'26.3

11.0
（予想）

7.2
（予想）

14.6
（予想）

20
（予想）

10.0
（予想）

△0

20
（予想）

＋7.4%
前年同期比

＋4.5%
前年同期比

△7.5%
前年同期比

△7.8%
前年同期比

＋24.9%
前年同期比

＋121.4%
前年同期比

＋20.6%
前年同期比

△8.5%
前年同期比

△71.1%
前年同期比

▶新車向け
　販売数量の増加および売価見直

しにより、売上高が増加
▶補修向け
　販売数量は微増であることに加

えて、製品ミックスの良化によ
り売上高が増加

▶東南アジア
　自動車用の販売数量は前年並みを維

持、オートバイ用の販売数量は増加
▶欧 州

トルコ：国内市況の低迷を受けて
 国内販売が大きく減少
欧 州：自動車用の販売数量が
 若干減少

▶豪 州
　「Made in Australia」戦略によ

り販売数量が堅調に推移

▶再生可能エネルギー用（常用）／国内
　補助金の関係による案件の期ズレ

影響もあり、売上高が大きく増加
▶バックアップ用（非常用）
　官公庁・原子力向けやデータセ

ンター向けの販売好調に加えて、
通信関係やコンビニ向けなどで
売上高が大きく増加

▶フォークリフト用
　売価見直しにより売上高が横ばい

▶ハイブリッド車用
　ホンダ向けの販売数量が大きく

増加し、売上高が増加
▶プラグインハイブリッド車用
　新たな車種への納入の影響もあ

り、売上高が増加
▶12Vリチウムイオン電池
　販売数量の減少により売上高が減少

▶潜水艦用リチウムイオン電池
　契約単価見直しにより売上高が

減少
▶航空機用リチウムイオン電池
　新設向け・エアライン（補修）

向けともに売上高が減少

（億円）連結損益計算書 ［当第1四半期］ 連結貸借対照表 ［当第1四半期末］（億円）

Segment Results

Financial Statement

セグメント別連結業績

財 務 諸 表

1,318

84

売上原価
1,006

販売費及び
一般管理費
229

営業外
収益
20

特別
利益
17

営業外
費用
19

特別
損失
2

法人税
等
23 非支配株主に

帰属する
四半期純利益
11

売上高 経常利益営業利益 親会社株主に
帰属する
四半期純利益

83
65

［ 資 産 ］ ［負債・純資産］
6,724億円総資産

負債
2,827

（42.0%）

純資産
3,897
(58.0%)

流動資産
2,910
(43.3%)

有形固定資産
2,293
(34.1％)無形固定資産

43
(0.6％) 投資その他の資産

1,477
（22.0%）

（注）セグメント損益はのれん等償却前営業利益です。



WEBサイト
「サステナビリティ」の情報を2025年度版に更新しました

当社のサステナビリティの取り組みについて
まとめています。ぜひご覧ください。

ＧＳユアサレポート2025（統合報告書）
を発行しました
常用分野・既存事業に関する特集やセグメント戦略、
ESG情報を分かりやすくまとめています。

https://ir.gs-yuasa.com/jp/ir/
library/annualreport.html

詳細はこちら

2025年6月27日（金）に第21期定時株主総会を開催しました

詳細はこちら
https://www.gs-yuasa.com/
jp/csr/

商 号 株式会社 ジーエス・ユアサ コーポレーション
（GS Yuasa Corporation）

事 業 目 的 電池を中心とした事業を営む傘下のグループ企業
の経営戦略を策定、統括し、グループの企業価値の
最大化を図る。

設 立 2004年4月1日
資 本 金 52,841百万円
本 社 所 在 地 京都市南区吉祥院西ノ庄猪之馬場町1番地

電話（075）312-1211
ホ ー ム ペ ー ジ https://www.gs-yuasa.com/jp/
上 場 金 融 商 品
取 引 所 東京証券取引所 プライム市場

会社概要 （2025年6月30日現在）
株主総会当日の資料や動画をWEBサイトに掲載しています。ぜひご覧ください。

　株式会社 ジーエス･ユアサ バッテリー（GYB）は、アイドリン
グストップ車に対応する高性能バッテリー「ECO.R Revolution

（エコ.アール レボリューション）」シリーズを2025年7月にリ
ニューアル発売しました。
　従来の「ECO.R Revolution」シリーズは先進テクノロジー
を採用し、高い耐久性とクイックチャージ性能を実現したバッテ
リーとして2017年に発売され、多くのお客様にご愛顧いただ
いてきました。
　このたびのリニューアルでは、長寿命と始動性能を高次元で
両立するベストバランスバッテリーとしてさらに性能を進化させ、
パッケージデザインの意匠もECO.Rシリーズとして統一し、ＧＳ
ユアサの自動車用バッテリー製品の中核となる、ECO.Rシリー

ズのブランドイメージ向上を目指しています。
　GYBはこれからも、時代によって移り変わる自動車用バッテ
リーへのご期待・ご要望に高い技術力で応え、安心・安全なカー
ライフに貢献します。

アイドリングストップ車・通常車兼用 高性能バッテリー
「ECO.R Revolution」シリーズをリニューアル発売

ＧＳユアサのリチウムイオン電池が「H-ⅡAロケット 50号機」、 
「温室効果ガス・水循環観測技術衛星GOSAT-GW」に搭載

2025年5月15日のニュースリリースはこちら
https://newsroom.gs-yuasa.com/news-release/325

　株式会社 ジーエス・ユアサ テクノロジー（GYT）製のリチウ
ムイオン電池が、2025年6月29日に打ち上げられた三菱重工
業株式会社製のH-ⅡAロケット50号機（最終号機）および、これ
により運搬された三菱電機株式会社製の温室効果ガス・水循
環観測技術衛星GOSAT-GWに搭載されました。GOSAT-
GWは、温室効果ガスの濃度・排出源等のモニタリングや、気
候変動に伴う水循環変動の把握と予測、さらに気象予報・漁
業・航行支援などでの利用を目的としています。
　GYT製の宇宙用リチウムイオン電池は、これまでに国内外
250機以上の宇宙機に採用され、H-ⅡA・H-ⅡBロケットにおいて
は8号機から最終号機までの全てに採用されてきました。
　GYTは今後も最高水準の性能・品質を持つ製品を、人工衛
星と人工衛星を輸送するロケットに搭載することにより、社会の
発展に貢献します。

2025年7月1日のニュースリリースはこちら
https://newsroom.gs-yuasa.com/news-release/333

H-ⅡAロケット
（47号機・提供：JAXA）

温室効果ガス・水循環観測技術衛星
GOSAT-GW（提供：JAXA）

宇宙用リチウムイオン電池（セル）H-ⅡAロケット用リチウムイオン電池

「ECO.R Revolution」
シリーズ

https://ir.gs-yuasa.com/jp/
ir/stockinfo/meeting.html

詳細はこちら

お知らせ

https://ir.gs-yuasa.com/jp/ir/library/annualreport.html
https://ir.gs-yuasa.com/jp/ir/stockinfo/meeting.html
https://www.gs-yuasa.com/jp/csr/

